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被災された皆さまへのお見舞いと復興に向けて 

　去る7月15日夕刻、当町を襲った集中豪雨により被災されました皆様に心からお見舞を
申し上げます。お亡くなりになりました３名の方のご冥福をお祈りするとともに、被災世
帯皆様の一日も早い復旧再建を心からご祈念申し上げます。 
　この度の記録的な集中豪雨は、近年にない大災害を当町にもたらしました。当日は長雨
が続いた上に夕方からの突如とした激しい豪雨が当町を襲い、河川の氾濫や住宅への浸水、
崖崩れや道路の寸断などいたるところで被害が発生しました。 
  野上地内では土石流により３名の方がお亡くなりになるという痛ましい被害が発生する
など、家屋や農地、山林、道路、公共施設など町内全域にわたり甚大な被害を被りました。 
　ご遺族や被災されました皆様の心中を察しますと、町長としまして誠にやりきれなく残
念な気持ちでいっぱいになります。強い雨が降りますと、今でも当時の記憶が脳裏によみ
がえって参ります。 
　現在、町としましては被災箇所の一日も早い復旧復興のため、国や県と協力しながら全
力で当たっていますが、箇所数が大変多いため全てを復旧するには相当の期間が必要にな
ると予想しています。町民の皆様にはご不便やご迷惑をお掛けすることになりますが、ご
理解ご協力をお願い申し上げます。 
　さて、近年の温暖化に伴う世界的な異常気象により、突発的な集中豪雨による河川の氾
濫や土石流の発生など、人命をも奪う災害が日本のみならず世界各国各地で頻発をしてお
ります。こうした自然現象の発生をくい止めることは容易ではありませんが、災害に対す
る日頃からの備えで、被害の拡大を防止したり最小限にとどめることはできるため、町も
防災対策は最重要課題の一つとして取り組みを進めています。 
　しかし、大規模で広範な災害が発生した場合、行政のみの対応には限界があります。自
然災害が多発している現在、地域における「自主防災意識」や「助け合いの心」が災害に
強い町づくりに欠かせない要素であると思います。 
　これからも温暖化の進行により局地的な豪雨は増えていく傾向にあり、また、東海地震
や東南海地震はいつ起こっても不思議ではないと言われています。 
　被災時に皆さんからお聞きしました様々な意見や提案、職員が提起しました問題点や反
省点、県主催の７．１５豪雨災害検証委員会からの提言など今回の災害から得た様々な教
訓を風化させないようしっかりと記憶に留め、今後の安全な町づくりに役立てて参る所存
です。 
  末筆になりましたが、地域の皆様はじめ消防団の皆様、県や自衛隊、警察の皆様には多
大なるご支援をいただきましたこと、また、励ましの言葉や義援金、数々の支援活動等を
賜りました皆様に心から感謝を申し上げます。 

八百津町長　赤 塚 新 吾 
 



豪雨の経過概要  7月15日 
16:20　雨が降り始める 
17:08　大雨警報発令 
17:42　災害対策本部設置 
18:10　各避難所を開設し自主避難者の受け入れを防災無線等でよびかけ、避難所への避難始まる。 
19:00　福地才勝橋付近増水、農免道路南陽寺付近道路に一部水没等の連絡のため、一時通行止めの措置 
19:03　大雨･洪水警報発令 
19:40　ため池の崩壊の危険がある情報を基に上牧野地区5世帯に避難指示を発令 
　　　・この間、小規模な土砂崩れや床下浸水等の情報も入りはじめる。 
19:50　杣沢自治会土砂流入の連絡 
       　降り始めからの総降雨量が、役場で174.5mm、久田見126 mm、潮南133mmに達する 
20:15　福地地区、潮南地区、久田見大平自治会、八百津杣沢自治会に、避難勧告発令 
20:25　野上地区で床下浸水の情報入る 
20:40　八百津、和知（野上地区含む）、錦津（伊岐津志･錦織）に避難勧告発令 
　　　・県道中野方七宗線、福地見行山登り口付近で決壊（通行止め） 
　　　・町道向山線路肩崩壊（通行止め） 
20:50　野上地区浸水の報告、教員住宅土砂流入の報告 
20:53　野上地区の家屋が裏山の崩壊で土砂により押し流された旨の報告を受け消防団員出動 
22:00　東部センターに避難所開設 
22:40　ため池等からの水の氾濫及び一部土砂崩れのため木野自治会25世帯（85人）に、避難指示発令 
　　　 降り始めからの総降雨量が、役場で254.5mm、久田見215.5mm、  潮南182.5mmに達する 
　　　（1時間最大雨量は17:00～18:00の58mmを記録） 
 
 7月16日 
01:00　避難者確認139人（54世帯）内訳･･FC=58人、錦=0人、 和=57人、久=7人、潮=4人、福=6人、東部C=7人 
　　　 被害状況の中間報告  避難勧告3,766世帯（11,000人） 避難指示 30世帯（100人） 床上浸水 1世帯 
　　　　　　　　　　　　　床下浸水13世帯　崩壊1世帯　土砂流入 1世帯 
01:15　洪水警報のみ解除（大雨警報継続） 
02:20　逆巻公民館付近で火災情報 
02:41　火災鎮火 
04:42　自衛隊出動を要請 
05:45　須賀地区の家屋崩壊の連絡、確認 
　　　・野上高橋から今回の土砂崩れの現場付近まで、13世帯（30人）に避難指示発令 
06:05　八町林道山崩れのため、通行止め 
07:30　各地区の避難勧告を解除（野上と木野、上牧野の避難指示は継続） 
08:15　自衛隊による救出作業を開始 
15:45　行方不明者1人を発見 
17:30　上牧野と木野に出ていた避難指示を避難勧告に切り替える 
18:50　行方不明者2人目を発見 
21:07　行方不明者3人目を発見 
22:00　自衛隊、消防団、消防署、警察による捜索を終了し現地解散する 
 
 7月17日 
09:30　木野、上牧野地区に出されていた避難勧告を解除 
14:00　野上に出されていた、避難指示を避難勧告に切り替える（13世帯30人） 
 
 7月18日 
15:40　菅総理大臣が、現場視察と激励に来町（古田知事、県議会議等も同席し献花） 
17:30　野上山林に、土石流監視システム（センサー）を設置 
18:00　災害対策本部を警戒体制に切り替える 
19:40　下石原自治会、玉井自治会の荒川左岸沿いの6世帯（18人）に、避難勧告を発令 
 
 7月19日 
17:45　下石原自治会1世帯を追加で避難勧告（3人） 
 
 8月17日 
12:00　野上地区の避難勧告解除 
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避難勧告等の状況（9月9日午後5時現在） 

◎避難勧告 
　八百津玉井・下石原地区の一部７世帯 
◎被害状況 
　死者3人 
　《道路関係》法面崩壊等177箇所 
　《河川関係》護岸崩壊等76箇所 
　《農林関係》田流出･埋没･冠水14.8ha 
　　　　　　畑流出･埋没･冠水12.6ha 
　《家屋関係》全壊3棟 半壊2棟 一部破損2棟 
　　　　　　床上浸水9棟 床下浸水55棟 
　　　　　　その他58棟（公共施設･店舗等の破損等） 
　《そ の 他》文教施設1箇所 がけ崩れ62箇所 
　　　　　　水道断水等61戸 
◎交通の状況 
　《通行止め》県道中野方･七宗線（福地～篠原間） 
　　　　　　県道篠原･八百津線（湯谷～峯間） 
　　　　　　旧国道418号線（杣沢～五月橋間） 
　　　　　　笹尾林道 
　《八百津コミュニティーバス運行停止区間》 
　　　　　　潮南線篠原～下落合間 
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シリーズ 
防災安全 

No.6

　7月15日の豪雨災害により、町内各地でも多くの被害が出ました。8月に岐阜県が町内の自治会
長のみなさんと特定の地域のみなさんへ「避難勧告等に対する住民の意識調査」を実施しました。
その調査結果の一部をご紹介します。 
 
・あなたは、避難情報、避難勧告等について役場等から説明を受けたことがありますか。 
　　　受けたことがある・・・・・14.0％ 
　　　受けたことはない・・・・・86.0％ 
 
・あなたは、町から発令される避難勧告、避難指示がどのようなものであるか 
（強制力があるのか、どのようなときに発令されるのかなど）知っていますか。 
　　　知っている・・・・・・・・・・・・・36.6％ 
　　　知らない・・・・・・・・・・・・・・・63.4％ 
 
　という結果でした。まだまだ避難勧告や避難指示について、言葉の意味や、実際にどうしたら
良いのかわからない方が多いということがわかりました。 
　そこで今回はもう一度、避難について、また、大雨が降った場合に非常に重要な情報となる土
砂災害警戒情報についてお知らせします。 
 

昭和昭和5858年　年　9.289.28災害災害 昭和58年　9.28災害 
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災害に備えて 



住民の皆さんに求める行動 
 

区　分 
 

発令時の状況 
 

避　難　準　備 
（要援護者避難）情報 

避　難　指　示 
 

避　難　勧　告 

・要援護者※等、特に避難行動に時間
　を要する者が避難行動を開始しなけ
　ればならない段階であり、人的被害
　の発生する可能性が高まった状況 

・通常の避難行動ができる者が避難行
　動を開始しなければならない段階で
　あり、人的被害の発生が明らかに高
　まった状況 

・前兆現象の発生や、現在の切迫した
　状況から、人的被害の発生する危険
　性が非常に高いと判断された状況 
・堤防の隣接地等、地域の特性等から
　人的被害の発生する危険性が非常に
　高いと判断された状況 
・人的被害の発生した状況 

・要援護者等、特に避難行動に時間を
　要する者は、計画された避難場所等
　への避難行動を開始（避難支援者は
　支援行動を開始） 
・上記以外の者は、家族等との連絡、
　非常用持出品の用意等、避難準備を
　開始 

・通常の避難行動ができる者は、計画
　された避難場所等への避難行動を開始 

・避難勧告等の発令後で避難中の住民は、
　確実な避難行動を直ちに完了 
・未だ避難していない対象住民は、直
　ちに避難行動に移るとともに、その
　いとまがない場合は生命を守る最低
　限の行動 

※要援護者とは、高齢者、障がい者、病症者、乳幼児、日本語の理解が十分でない外国人の方々です。 

　災害対策基本法では、「災害が発生し、または発生する恐れがあって、人々の生命・身体を保
護し、災害の拡大を防止することが必要な場合、市町村長が住民などに避難勧告・指示をできる」
と定められています。 

　「避難勧告」と「避難指示」の厳密な違いはかなり難しいですが、この2つはどちらも被害の危
険が切迫してきた段階で実施されます。 
　「避難指示」は、特に「急を要すると認めるとき」に出すことができるとされていますので、避
難指示は避難勧告よりも強い呼び掛けとなります。しかし、どちらも違反した場合の罰則はなく、
また従わない人への強制力がないという点で
は共通しています。 
　避難勧告や避難指示の発令は、気象庁や国
土交通省の観測データに基づき町が判断して
出していますので、避難に関する情報を無視
することは大変危険な行為でもあります。 
また、避難しても実際には被害が発生しない
場合も当然あります。 
　しかし、その時は被害がなくて良かったと
思っていただけると幸いです。 
 

避難勧告？　避難指示？　どこがどう違うの？ 
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　もうひとつ、重要な情報として土砂災害警戒情報があ

ります。これは大雨警報が発表中で、大雨による土砂災

害発生の危険度が高まったときに、岐阜県と岐阜地方気

象台が共同で発表する情報です。警報・注意報と同じよ

うに市町村単位で発表されます。この発表があった場合、

町は土砂災害について住民の皆さんに警戒していただく

よう、防災行政無線で呼び掛けをします。また、テレビ、

ラジオ、インターネットなどでも広く周知されますので、

情報の収集に心がけましょう。土砂災害警戒情報は現在

の雨量だけで判断するのではなく、土壌雨量指数（今ま

でに降った雨が土壌中に貯まっている状態を示す指標）

も利用されていますので、より確かな情報であると考え

られます。 

　避難勧告等の伝達は、防災行政無線で行います。大雨警報（土砂災害）発表、

避難準備情報及び避難所の開設、土砂災害警戒情報の発表、避難勧告、避難指

示という段階ごとに放送をします。他にも、携帯電話を利用した『ちゃっとメ

ール』で情報を伝達するとともに、必要に応じて広報車や消防団車両での巡回

を行います。 

（ちゃっとメールの登録については裏表紙をご覧ください） 

大雨により、災害の発生するおそれがあると予想した場合や、今後大
雨警報が発表されるような状況が見込まれる場合に発表 

大雨により、避難行動を必要とするような重大な災害の発生するおそ
れがあると予想した場合に発表 

大雨警報を発表中に土砂災害の危険度が更に高まると予想される場合
に発表 

土砂災害警戒情報？　どんなときに？ 

大 雨 注 意 報  
 
 
大 雨 警 報  
 
 
土 砂 災 害 警 戒 情 報  

～みつけよう　ぼくとわたしにできる自助～ 

　災害はいつ起こるかわかりません。災害から身を守るために、家庭で、地域で日頃の備え
を十分にしておきましょう。また早めの避難が大切です。いつでも避難ができるような準備
を心がけておいてください。また、「避難勧告」や「避難指示」が
なくても、周囲の状況がいつもと違うなど、身の危険を感じた
場合は自主的に避難しましょう。 
　ただし、避難をする際は安全な避難経路を通るなど、十分注
意してください。 
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愛
　
　
賞 

人
道
大
賞 

心
　
　
賞 

勇 

気 

賞 
佳
　
　
作 

【
高
校
生
の
部
】 

 

私
が
友
達
と
笑
っ
て
い
た
と
き 

　
　
　
　
　
　
た
く
さ
ん
の
「
一
人
」
は
死
ん
で
い
っ
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
児
高
一
年
　
安
江
葵 

 

戦
争
の
全
て
を
知
ら
ず
に
生
き
て
い
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
祈
り
の
姿
を
真
似
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茨
城
県
　
下
館
第
一
高
三
年
　
増
渕
絵
理 

 

ホ
イ
ッ
ス
ル
聞
い
た
瞬
間
先
生
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
し
た
涙
で
気
が
つ
い
た
愛 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
　
瀬
戸
高
三
年
　
鈴
木
歩
未 

   曾
祖
父
と
戦
争
に
つ
い
て
話
し
て
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
手
に
持
っ
た
ア
イ
ス
を
忘
れ
た
ま
ま 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
児
高
一
年
　
三
浦
和
也 

 

助
け
た
い
た
だ
そ
れ
だ
け
で
た
く
さ
ん
の 

　
　
　
　
　
　
　
命
の
糸
を
つ
な
い
で
い
っ
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
高
一
年  

岩
井
沙
織 

 

道
端
に
咲
く
一
輪
の
花
に
で
も 

　
　
　
　
　
　
　
目
を
向
け
ら
れ
る
平
和
な
せ
か
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
児
高
一
年
　
増
田
啓
介 

　 教
科
書
の
無
機
質
な
数
字
「
二
〇
〇
万
」 

　
　
　
　
　
　
　
命
の
上
に
九
条
は
立
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
　
瀬
戸
高
一
年
　
宇
田
川
春
介 

 

百
年
後
学
ば
れ
て
い
る
世
界
史
の 

　
　
　
　
　
　
　
戦
争
の
数
よ
増
え
な
い
よ
う
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
児
高
二
年
　
加
藤
雄
一 

ど
ん
な
時
も
「
た
だ
い
ま
」
と
帰
る
場
所
が
あ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
か
ら
私
は
明
日
も
が
ん
ば
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
児
高
一
年
　
宮
谷
友
香
梨 

今
の
僕
戦
争
に
つ
い
て
無
関
心 

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
一
種
の
罪
で
は
な
い
か 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
児
高
一
年
　
今
瀬
太
陽 

お
母
さ
ん
大
好
き
だ
か
ら
言
わ
な
い
で 

　
　
　
　
　
　
　
産
ま
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
一
番
き
ず
つ
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
　
瀬
戸
高
一
年
　
八
木
杏
菜 

手
の
平
に
あ
る
百
円
で
考
え
て
み
る 

　
　
　
　
　
　
う
ー
ん
や
っ
ぱ
り
ジ
ュ
ー
ス
が
の
み
た
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
児
高
一
年
　  

山
本
剛
志 

愛
　
　
賞 

人
道
大
賞 

心
　
　
賞 

勇 

気 

賞 

佳
　
　
作 

 

夏
風
の
や
う
な
千
畝
の
ビ
ザ
の
文
字 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
さ
き
力
が
胸
に
広
が
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
神
戸
市  

松
下
弘
美 

　 
 

「
強
制
」
に
つ
づ
く
熟
語
の
多
か
り
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
と
は
人
の
支
配
望
む
か 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
豊
橋
市
　
齋
藤
と
し
子 

 

こ
だ
は
り
し
君
の
国
籍
遠
き
日
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
な
き
恋
を
今
に
し
思
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃
加
茂
市  

大
畑
峯
子 

  

宇
宙
よ
り
臨
む
地
球
は
冴
え
冴
え
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
き
平
和
の
光
を
放
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県
市
川
市 

小
田
中
準
一 

 

軍
靴
ら
し
き
で
闊
歩
な
し
い
る
誇
ら
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
若
さ
怖
る
る
次
代
お
そ
る
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
市  

赤
塚
鮎
子 

  
「
ど
ん
な
子
も
み
な
先
生
の
生
徒
で
す
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ん
な
っ
て
何
ど
ん
な
っ
て
何 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府
大
阪
市
　
船
戸
育
代 

 

隣
国
に
走
る
緊
張
ひ
た
ひ
た
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
穂
の
畝
の
ま
ぶ
し
さ
思
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
重
県
桑
名
市 

長
谷
川
三
希
子 

  

雨
の
野
に
忘
れ
去
ら
れ
し
足
の
な
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍬
を
思
へ
り
千
畝
を
思
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
佐
渡
市  

弾
正
佼
一 

麻
痺
の
子
が
教
師
に
な
り
て
幾
年
か 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
平
和
を
皆
に
教
え
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
犬
山
市
　
岡
部
晴
雄 

明
け
き
ら
ぬ
五
月
雨
の
中
田
に
行
き
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
の
日
の
朝
も
静
か
な
り
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
上
市
　
田
中
清
之 

 

【
一
般
の
部
】 

 

学

校

賞

 

奨 

励 

賞 

八
百
津
町
内
小
中
学
校
優
秀
賞 

民
族
の
垣
根
を
越
え
て 

　
　
　
　
　
　
　
人
間
と
い
ふ
生
物
に
な
り
た
か
り
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
神
戸
市
　
松
下
幸
子 

学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た
る
子
ど
も
等
を 

　
　
　
　
　
　
　
千
畝
は
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し
め
る
だ
ろ
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
県
幡
豆
町
　
谷
口
壽
々
榮 

　
　
　
　
愛
知
県  

瀬
戸
高
等
学
校 

 

　

　

　
岐
阜
県  

御
嵩
小
学
校 

　
　
　
　
東
京
都  

目
白
研
心
中
学
校 

   

見
な
い
ふ
り
し
て
い
る
間
に
こ
わ
れ
る
よ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
の
子
の
心
自
分
の
心 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
小
五
年
　
岩
井
律
樹 

決
断
を
自
分
で
決
め
て
書
き
続
け
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
原
さ
ん
の
ビ
ザ
は
宝
物 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
小
六
年 

岡
　
史
佳 

ち
う
ね
さ
ん
ビ
ザ
を
一
ま
い
わ
た
し
た
よ 

　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち
つ
な
げ
る
み
ら
い
つ
な
げ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
知
小
四
年 

岩
井
柚
都 

君
の
手
を
に
ぎ
り
し
め
れ
ば
花
が
さ
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笑
顔
が
さ
く
よ
君
の
笑
顔
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
知
小
五
年
　
大
鋸
祐
介 

あ
の
時
は
気
付
け
な
か
っ
た
君
の
苦
し
み 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
の
ぼ
く
な
ら
受
け
止
め
ら
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
津
小
六
年   

藤
本
悠
輔 

友
だ
ち
と
け
ん
か
を
し
て
も
な
か
な
お
り 

　
　
　
　
　
　
　
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぶ
と
心
が
ぽ
か
ぽ
か 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
田
見
小
二
年
　
あ
り
が
み
さ 

フ
ワ
フ
ワ
を
た
く
さ
ん
ふ
や
せ
ば
い
い
気
も
ち 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
ん
な
人
が
う
れ
し
い
笑
顔  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
見
小
三
年
　
古
田
凌
大 

銃
を
も
つ
子
供
達
と
や
り
た
い
な 

　
　
　
　
　
　
　
や
れ
る
と
い
い
な
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
中
一
年
　
　
根
陸
也 

道
ば
た
の
犬
探
し
て
ま
す
の
は
り
紙 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
も
無
事
か
な
心
が
痛
む  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
中
一
年
　
岩
井
文
菜 

自
分
よ
り
人
の
命
の
優
先
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
に
も
残
る
八
百
津
の
ほ
こ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
東
部
中
二
年
　
山
田
会
菜 

悪
ふ
ざ
け
人
へ
人
へ
と
伝
わ
っ
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
涙
ぽ
つ
り
と
川
へ
な
が
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
高
校
一
年
　
加
藤
希
望 
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本
当
や
本
気
や
本
腰
本
音
と
か 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
心
に
「
本
」
を
留
め
ろ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
白
川
村
　
東
白
川
中
三
年
　
永
瀬
昂
祐
　 

  

戦
争
の
恐
怖
や
悲
し
み
身
に
し
み
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
伝
え
て
ゆ
く
よ
と
決
意
し
た
夜 

　
　
　
　
　
名
古
屋
市 

　
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
三
年
　
多
田
太
隆 

あ
の
時
に
言
え
ば
良
か
っ
た
「
や
め
な
よ
」
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
そ
れ
を
見
て
い
た
の
だ
か
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
新
宿
区
　
目
白
研
心
中
二
年
　
林
梨
花 

 

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
あ
る
な
ら
ば 

　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
は
捨
て
な
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
新
宿
区
　
目
白
研
心
中
二
年
　
秋
庭
涼 

戦
争
で
赤
く
染
ま
っ
た
手
の
ひ
ら
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
年
た
っ
て
も
消
え
は
し
な
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
町
　
八
百
津
中
一
年
　
長
谷
川
勇
真 

 

い
じ
め
る
な
人
と
ち
が
う
の
そ
れ
は
個
性 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
性
が
あ
る
か
ら
楽
し
い
世
界 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
町 

　
八
百
津
中
二
年  

佐
藤
奎
二
郎 

千
畝
さ
ん
あ
な
た
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
の
段
差
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
町
　
八
百
津
東
部
中
一
年
　
大
脇
清
楓 

 

平
和
と
は
あ
い
ま
い
な
も
の
正
義
も
そ
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
犠
牲
が
あ
る
か
ら
成
り
立
つ
も
の
か 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
新
宿
区
　
目
白
研
心
中
二
年
　
土
田
眞
祐
子 

千
畝
さ
ん
あ
な
た
の
書
い
た
あ
の
ビ
ザ
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
つ
一
つ
が
ユ
ダ
ヤ
の
命 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
町
　
八
百
津
東
部
中
三
年
　 

後
藤
達
也 

戦
争
は
今
も
近
く
で
起
こ
っ
て
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
じ
め
と
い
う
名
の
私
達
の
戦
争 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
井
町
　
不
破
中
一
年
　
倉
西
泉
美 

建
物
に
た
く
さ
ん
穴
が
あ
い
て
い
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
を
普
通
と
思
う
人
々 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
津
町 

八
百
津
中
三
年  

　  

大
鋸
香
澄 

地
雷
踏
む
足
を
な
く
し
た
そ
の
日
よ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
死
で
生
き
る
全
て
の
た
め
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
新
宿
区
　
目
白
研
心
中
二
年
　
坂
川
弘 

 

【
小
学
生
の
部
】 

 

【
中
学
生
の
部
】 

 
 

世
界
に
は
平
和
に
く
ら
せ
な
い
人
が
い
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
和
で
く
ら
せ
る
私
は
ず
る
い 
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　秋の気配を感じる季節となりました。季節の変わり目は、体調を崩し
やすい時期です。 
（気温の変化に体が上手く対応できないことや、夏に溜まった疲れが原
因です） 
　少し寒いと思ったら、体を温めたり、適度に体を動かしゆっくり休む
ように心がけましょう。 

シリーズ 
包括支援 

No.4
こんにちはこんにちは 

八百津町地域包括支援センター八百津町地域包括支援センターです 
こんにちは 

八百津町地域包括支援センターです 

問い合わせ　八百津町地域包括支援センター  
　　　　　　143-3267または143-2111（内線2566･2567） 

10月の予定 
 

保健師（服部） 

　年齢を重ねるにつれて、若い頃のようには動けないと、
多くの方が感じると思います。 
　「最近、体力が落ちた…」と感じる方は、自分の体の
状態を振り返りましょう。運動不足の状態を長く続けて
足腰を使わないと、筋力は落ちてきます。そうすると、
筋肉や骨の成分が体から排出され、体力が衰え骨折しや
すく、他の病気もかかりやすくなります。運動する、特
に「歩く」ことは、心臓血管系の働きを助け、また脳へ
の活力を与えます。 
　毎日の散歩や畑仕事、スポーツ、家事など自分ででき
ることは続けましょう。続けることで足腰が弱ることを
防ぐことができます。「継続は力なり」ですね。 

・18日（月）　高齢者のための「こころの相談」　（事前に予約が必要です）　午後から 

こころの専門家の精神保健福祉士が、個別に対応し秘密は厳守します。 

　例えば・・・眠れない・何もしたくない・食欲がない・忘れることが多くなった等々 

　　　　　　ご相談ください。 

・27日（水）　介護者家族の会　（事前に予約が必要です）　午後から 

近隣のデイサービス、グループホーム等の施設見学を予定しています。 

施設によって特色が違いますので、この機会に是非ご参加ください。 

　　　　 

シリーズ　介護予防 
～足腰が弱らないように予防しよう～ 
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平成23年度使用小学校教科書が 
採択されました 

今年も盛況のB&G艇庫活動 

教育委員会の自己評価を行いました 中学3年生生海外派遣（米）に行ってきました 
8月18日～8月27日 

 

八百津町の文化財（国・県指定分）の紹介 

シリーズ 
教育 

No.3 教 育 の 窓 教 育 の 窓 9月  

　町には数多くの貴重な文化財や伝統芸能が残されています。これら文化財の保護継承を進めています。 
　国の重要文化財に、「明鏡寺観音堂（室町時代）」「旧八百津発電所施設（明治44年）」が指定され
ています。 
　県の指定文化財には、木造薬師如来並びに両脇侍（平安時代：東光寺）、木造十一面観音坐像（足利
時代：正傳寺）、木造聖観世音菩薩（室町時代：明鏡寺）、縄文土器（縄文時代：大仙寺）、金銅三具
足（足利時代：正傳寺）、叭叭鳥（約450年前：大仙寺）、達磨（約450年前：大仙寺）、絹本著色阿弥
陀如来迎図（南北朝時代：善慧寺）絹本著色東陽英朝禅師像（室町時代：大仙寺）、絹本墨画蘭石図（室
町時代：大仙寺）、愚堂国師筆跡（江戸時代：正傳寺）、愚堂東寔書跡（江戸時代：大仙寺）、東陽英
朝書跡（室町時代：大仙寺）、久田見祭山車６輌（久田見祭保存会）、久田見祭りの糸切りからくり（久
田見祭保存会）、大舩神社社叢（大舩神社）、ハッチョウトンボ群棲地が指定されています。 

　平成23年度から使用される小学校の教科書が可
茂地区教科用図書採択協議会で研究調査・選定さ
れ八百津町教育委員会で採択を決定しました。 

　新しい教科書の特徴として、新学習指導要領を
もとに、教科書のページ数が現行より27％増えま
した。特に算数と理科は３３％のページ増となっ
ています。 

　教育委員会が行う事務事業や活動について、43
の項目を策定し、それぞれの重要度と実現度を評
価しました。評価の結果はホームページ上で公開
しております。評価の主な内容は次の通りです。 

教科・種目 

国語　国語 

国語　書写 

社会　社会 

社会　地図 

算　　数 

理　　科 

 

教科・種目 

生　　活 

音　　楽 

図画工作 

体育　保健 

家　　庭 

 

採択発行者 

光村図書 

東京書籍 

東京書籍 

帝国書院 

大日本図書 

東京書籍 

 

採択発行者 

東京書籍 

教育芸術社 

日本文教 

東京書籍 

開隆堂 

 

会議や情報など教育委員会の活動に関する内容 

教育に関する基本や、規則、工事の計画策定などの 
管理や執行の事業についての内容 

学校教育（人づくり、施設整備）に関する内容 

生涯学習・スポーツ・文化・給食に関する内容 

　蘇水公園艇庫で
は今年も半日～1日
のカヌーやヨット
等の体験活動（艇
庫活動）を７月か
ら9月にかけての3
ヶ月間に実施しま
した。この活動は
26年目となる息の
長い人気の活動です。
教育委員会と町職員で構成されているB＆G海洋セ
ンター指導者会が担当しています。今年は15以上
の団体、600名を超える皆さんが、楽しく且つ真
剣に体験活動をしました。（内サマースクール参
加者：30名）まだ未経験の方は、次年度にぜひご
参加ください。 

　吉田茂様寄付
基金による第8
回の派遣（三分
の一自己負担）
が実施されました。
参加者は女子1
６名男子４名（引
率者4名）。自
由の女神―ニュ
ーヨーク国連本部―ミュージカル鑑賞―ワシント
ン郊外ホームステイーワシントン記念塔―リンカ
ーン記念館―ホロコースト記念博物館―交流校訪
問等の体験や経験をした素晴らしい10日間でした。 
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夏のおもいで 

　蘇水峡川まつりの翌日の8月2日八百津高校、八百津
中学校、八百津小学校、錦津小学校、和知小学校の生
徒児童150人が、花火大会でにぎわった会場周辺の清掃
活動を行いました。 
　八百津高校の呼びかけで八百津町ファミリーセンタ
ーに集合し、高校生をリーダーにして9班に分かれ、八
百津町から支給されたごみ袋を持って、会場の八百津
橋周辺や中心部の通りで約1時間半活動しました。 
　子どもたちは、ごみの多さに驚きながら缶やびん、
ペットボトルなどのごみや、可燃ごみなどを分別しな
がらもくもくと拾い集めました。 
　活動終了後、町内のリサイクルセンター「ひまわり
クリーンセンター」を見学し、ごみの種類でリサイク
ル処理方法が違うことを見学して、ごみ分別の必要性
を学習しました。 

クリーン大作戦！ 

　7月18日（日）八百津公民館2階で「第2回岐阜新聞杯争
奪囲碁大会」が開催されました。今年は22名が参加しま
した結果は下記のとおりです。入賞された方々、おめで
とうございます！ 
 
 
□大会結果（敬称略） 
　段の部 
　（優勝）金子悟（2位）岩井恒雄（3位）　村光彦 
　級の部 
　（優勝）松浦正彦（2位）伊藤務（3位）伊藤良一 

優勝した松浦さん（左）・金子さん（右） 

第2回岐阜新聞杯争奪囲碁大会が開催されました！ 

　8月8日八百津町八百津の木曽川にかかる八百津橋右
岸で、「がんばろまい やおつ（代表 山内俊彦）」主
催の「イカダまつり」が開催され、町内外からエント
リーした32チーム約150人が参加し、イカダレースを楽
しみました。 
　このまつりは、檜・杉で組んだ筏（全長4ｍ、幅1.8ｍ）
に漕ぎ手が原則4人乗り込み、竹の棒を使って漕いで、
100ｍ先に浮かぶブイをイカダで折り返すレースです。 
　八百津町はその昔、「筏」流送の出発点であり、伊
勢神宮の御用材や水運で栄えていました。そうした町
の歴史に触れるイベントに、家族や友人、会社の仲間
などでチームを組んで参加した参加者らは、暑さも忘れ、
全員笑顔でイカダレースを楽しんでいました。 
 

イカダレースを楽しむ参加者ら 

イカダまつり開催！ 
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　各地域で夏祭りが行われました。地域のみなさんや里帰りをしたみなさんなどを楽しませるために、夏

祭りの役員のみなさんは猛暑の中汗だくになりながら準備をしました。 

　会場では、なつかしい顔や子どもたちの笑顔などがあふれ、盛り上がっていました。 

夏のおもいで 
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朝丘　雪路 萩原　流行 

八百津町役場　143-2111

教育課 問い合わせ　教育課生涯学習係 まで 

町民課 問い合わせ　町民課住民税係　まで 

●歌舞伎ルネサンス「応挙の幽霊」の公演について 

　平成22年分（平成22年1月1日～12月31日）に雑損控除の申告をされる方は、町が発行する証明書が必要に
なります。 
　雑損控除とは同居の親族（所得38万円以下）の有する資産（生活に通常必要なもの）が災害で被害にあっ
た場合、所得控除（社会保険料控除・医療費控除等と同じ）の対象とします。 

○この証明書は、現地確認を必要としますので、10月中に申請してください。なお、
　確定申告時期には発行できませんのでご注意下さい。 
○確定申告の際には、上記証明書の他、災害復旧に要した費用の領収書が必要となり
　ます。 

●確定申告で雑損控除（7月15日災害）を申告される方へ 

　美人幽霊に一杯すすめたら、さあ大変！酒豪の上に酒癖が
悪く・・・おかしな三人が織り成すドタバタで滑稽な一夜の
出来事。　酒好きで、その上酒癖が悪い美人幽霊と商売上手
な男やもめ、騙されやすい金持ちの若旦那の三人が軽妙なテ
ンポで展開していく掛け合いは、抱腹絶倒のおかしさです。
今回は、歌舞伎を少しでも身近に感じ、興味を持っていただ
くため出演する役者さんの化粧の様子もご紹介します。 
 
　歌舞伎ルネサンス「応挙の幽霊」の公演を下記のとおり開
催いたします。多くの皆様のご来場をお待ちしております。 

□公演日時 
　11月26日（金） 
　開場／午後5時30分　開演／午後6時30分 
□会場 
　ファミリーセンター大ホール 
□出演 
　朝丘雪路／萩原流行／西川扇与一　ほか 
□チケット代金 
　1人2，500円（全席自由） 
□チケット取扱 
　ファミリーセンター及び役場各出張所 
□チケット発売開始 
　9月13日（月）午前8時30分～ 
 

□必要な証明書 
　■り災証明書（住んでいる家屋・家財が被害を受けた場合） 
　■被災証明書（住んでいる家屋の土地のみ被害を受けた場合） 

□証明書を必要とされる方は、 
　①　り災証明書については役場健康福祉課（内線2563） 
　②　被災証明書については役場町民課（内線2116・2117）までご連絡下さい。 
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総務課 問い合わせ　総務課　情報政策係 まで 

総務課 問い合わせ　総務課　情報政策係 まで 

　地上デジタル放送を視聴するには、 
　①地上デジタル放送対応のテレビに買い換える　②地上デジタルチューナーを買
い足す　③ケーブルテレビで視聴するといった方法があります。①②の場合は、
UHFアンテナが新たに必要な場合があります。また、共同アンテナ施設でテレビを
ご覧の方は、デジタル化のための施設改修が必要です。 
　これらの地デジの準備に当たり、「何をすればよいか分からない」という方や「テ
レビを買ったのにデジタル放送を受信できない」という方には、総務省テレビ受信
者支援センター（デジサポ）がお手伝いします。詳しくは、デジサポのホームペー
ジをご覧いただくか、総務省地デジコールセンターまでお電話ください。 
　なお、ＢＳアナログ放送も平成23年7月24日までに終了しますので、BSデジタル放送へ
移行をお願いします。 

●あと1年! 地上デジタル放送の準備をお早めに!

●地上デジタル放送を受信するための簡易なチューナーの無償給付等の支援について 

・総務省地デジコールセンター　電話 0570-07-010刊（ナビダイヤル） 

・デジサポ（総務省テレビ受信者支援センター）　http://digisuppo.jp/

IP電話等でつながらない場合は、03-4334-1111 
平日午前9時～午後9時、土日祝日午前9時～午後6時 

《お問い合わせ先》 

《お問い合わせ先》 
総務省　地デジチューナー支援実施センター　 
電話：0570-033840　FAX：044-966-8719 
　　※IP電話等、上記の電話番号がつながらない場合は　電話：044-969-5425 
　　※平日午前9時～午後9時　土日祝日午前9時～午後6時 
 

　総務省では、経済的な理由等で地上デジタル放送に移行することが難しい世帯に対し、簡易なチューナー
（1台）の無償給付等の支援を実施しています。 
 
□支援の対象 
　対象は、生活保護世帯や、障がい者非課税世帯などのＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯です。 
 
□支援の内容 
　地上デジタル放送を受信するための「簡易なチューナー（1台）」の無償給
付を行います。必要に応じたアンテナ改修等、共同受信施設やケーブルテレ
ビの改修経費の支援を行います。 
 
□支援の申込受付期間 
　平成22年12月28日（消印有効） 
　天候不順などの理由で支援が遅れることがあります。支援を希望される方
は受付期限にかかわらずお早めにお申し込み下さい。平成23年度の支援につ
いては現在未定です。 
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お知らせ 
�����������

お知らせ 
�����������

お知らせ 
�����������
八百津町役場　143-2111

納期のお知らせ 

※口座振替をご利用の方は、残高確認をお願いします。 

●9月納期限のもの● 

8月分 
5期分 
5期分 
3期分 

8月使用分 
9月分 

保育料 
国民健康保険税 
介護保険料 
後期高齢者医療保険料 
水道料 
町営住宅 

保育料 
町県民税 
国民健康保険税 
介護保険料 
後期高齢者医療保険料 
水道料 
町営住宅 

9月10日 
9月30日 
9月30日 
9月30日 
9月30日 
9月30日 

9月分 
3期分 
6期分 
6期分 
4期分 

9月使用分 
10月分 

 

10月12日 
11月  1日 
11月  1日 
11月  1日 
11月  1日 
11月  1日 
11月  1日 

オータムジャンボ 
宝くじを発売！ 

発売期間は9月27日～10月19日 
売り切れしだい発売終了！ 

 

里親説明会を開催します 

中濃子ども相談センター　10574-25-3111（内線347） 

「岐阜県浄化槽の設置に関する指導要綱の一部改正」について 

岐阜県環境生活部　一般廃棄物担当　1058-272-8219

行政相談週間（10/18～10/24）について 

総務省岐阜行政評価事務所　10570-090110

●10月納期限のもの● 

あなたも海外でボランティアしませんか？ 

岐阜県JICAデスク　1058-276-4459

　子どもが明るく健やかに育つためにはあたたか
い家庭が必要です。さまざまな家庭の事情により
自分の家庭で暮らせなくなった子どもたちがいます。
里親に関心をお持ちの方に下記会場にてご説明い
たしますので、どうぞご参加下さい。 
□と　き　10月31日（日）午前10時～午後3時 
□ところ　関市文化会館（関市桜本町） 

　県では、本年10月1日から浄化槽を新設される
場合に、送風機（ブロア）停止警報装置を浄化槽
に取り付けていただくことにしました。 
  送風機が停止すると放流水質が悪化し、法律で
定められた基準を守れなくなります。警報装置の
設置により送風機の異常を速やかに気付くことが
でき、迅速に対応することで公共用水域の汚濁を
未然に防ぐことができます。皆様のご協力をお願
いします。 

　行政相談委員がお聴きします。あったらいいな！
直ったらいいな！　あなたの周りのこんなこと 
行政相談とは・・・ 
　国や独立行政法人、特殊法人
などの業務全般について国民の
苦情や意見・要望を受け付け、
公正・中立の立場から関係行政
機関に必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ると
ともに、皆様の声を行政の制度及び運営の改善に
生かすものです。 
　八百津町では、総務大臣から委嘱を受けた今井
随祐さん（写真）がご相談をお聴きします。 
例えば 
　○ 道路の危険な箇所を直してほしい。 
　○ 役所への手続きが分からない。 
　○ 介護等福祉のサービスが受けられなくて困っている。 
　○ 特殊法人（NTT、年金事務所、郵便局など）や独立法    
　　　人（国立大学病院など）の対応に不満がある。 
　　　など、お気軽にご相談ください。 
相談日時・場所 
□と　き　10月20日（水）午前9時から午前11時まで 
□ところ　ファミリーセンター 2Ｆ研修室 
※相談は無料で、秘密は固く守られます。 
※当日都合の悪い方は、行政相談委員（TEL43-0704）
　に直接相談頂くか、総務省岐阜行政評価事務所
　に相談ください。 

　秋JICAボランティア「体験談＆説明会」が10月
1日（金）～11月8日（月）まで行われます！！ 

　みなさん、JICAボランティア（青年海外協力隊、
日系社会青年ボランティア、シニア海外ボランテ
ィア、日系社会シニア・ボランティア）をご存知
ですか？これらのボランティアは、国際協力機構
（JICA）が実施する政府事業で、世界の開発途
上国で現地の人々と同じ生活をしながら、人づく
り国づくりに貢献するボランティア活動です。 
　秋募集の期間中、岐阜市（10月5日）、大垣市（10
月17日）、可児市（10月22日）にて説明会を開催
します。帰国した隊員から現地の話を聞いてみま
せんか？応募に関する詳しい情報を得る絶好の機
会です！予約等必要ありませんので、気楽にお越
し下さい。 
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はじめまして、八百津！ 

　新しい国際交流員の「レヴィン・メイタル」

と申します。日本語で私の名前の「メイタル」

とは露という意味です。実は多くのイスラエ

ル人の名前は“自然”の意味が含められてい

ます。私は8月5日、八百津町に到着しました。

町民の方々や役場の方々に歓迎して頂き、と

ても感謝しています。 

　私はイスラエルのネタンヤという街で生ま

れました。ネタンヤは、美しい海と浜辺で大

変有名な街です。伝統スポーツであるパラグ

ライダーが海周辺を飛んでいます。美しい海

を見ながら飛行するのは、まるで鳥になった

気分です。ネタンヤの海は世界の海に通じて

います。私は夫とブラジルのリオ・デ・ジャ

ネイロという街の海辺で出会いました。それ

はきっと偶然ではなかったかもしれません。

海は、私にとってかけがえのない大切なもの

なのです。 

　イスラエルでは高校卒業後、兵役制度があ

ります。女性は二年間、男性は三年間です。

私は退役後、一年間南米のあちこちへ旅をし

ました。写真を見ると、旅行中の出来事が今

でも鮮明に思い出されます。私は世界中を旅

してまわることが大好きで、いろいろな国の

美しい浜辺を訪れることを趣味としています。

さらに、異文化の人々に出会い、そしてその

国の新たな発見をします。素晴らしいことだ

と思います。旅は日常生活から解放され、体

も心も癒してくれます。 

　さて、なぜ私が“日本”という国に興味を

持ち、そして日本語や日本文化に魅力を感じ

たかについてお話したいと思います。私は幼

少の頃から日本という国に興味を持っていま

した。小学校５年生の時、授業で日本のこと

について調べレポートしました。幼少の私の

目には、自国と全く異なった文化や習慣に異

国情緒たっぷりな国に映りました。そして、

もっともっと知りたいと思うようになりました。

ちなみに、イスラエルでは、日本文学のヘブ

ライ訳版が出版されています。その中で村上

春樹の文学との出会いを通じて日本の魅力が

さらに深まりました。その後、テルアビブ大学・

東アジア学科で日本について学びました。 

　さらに日本について研究するため、ヘブラ

イ大学の修士課程へ進学しました。そして、

日本への興味は一層高まり、ついに平成 20

年の秋、日本へ来日、名古屋大学・文学研究

科で研究生として今年の3月まで留学生生活

をおくりました。その時の、研究テーマは近

代日本文学  谷崎潤一郎  についてでした。 

憧れだった日本へ来日し、研究だけでなく、

日本の伝統文化に触れ、多くの日本人に会い、

そしてたくさんの友達をつくりました。日本

の美しい自然に深く感動さえおぼえました。 

　最後に、八百津との出会いについてお話し

たいと思います。私は、以前、留学中に八百

津町を訪ねました。その時、杉原記念館に深

く感銘し、町民の皆さんに親切にしていただ

きました。是非、八百津とイスラエルの国際

交流を深めるお手伝いがしたい！と思い、イ

スラエルから再び日本へ来日しました。素晴

らしい自然に囲まれた八百津という街で、こ

れからいろいろな場面や行事で町民の方々と

出会えることに大変うれしく思っています。 

これからどうぞよろしくお願いします。 

No.1
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母
　
　
　
子
　
　
　
保
　
　
　
健 

成
　
　
人
　
　
保
　
　
　
健 

行　　事 期　　日 対　　　象 受付時間 場　　所 

保健センター 

　乳幼児健診の

問診票、予防接

種の予診票は出

生後にお渡しし

たバッグに入っ

ています。  

　転入の方はご

連絡ください。 

の行事予定 10月 

八百津町保健センター　　143-2111
乳幼児健診や予防接種のお問い合わせは　内線2561・2562へ　  メール hosoudan＠town.yaotsu.lg.jp

3ヵ月児健診 

9ヵ月児健診 

BCG 

1歳6ヵ月児歯科健診 

3歳児歯科健診 

プレママくらぶ 

乳幼児予防接種 

　　ポリオ 

　　三種混合 

　　MRⅠ期 

　　MRⅡ期 

※受付時間を過ぎると接種できません。 

※保護者以外の方が連れてこられる場合は、事前に保健センターまでご連絡ください。 

5日（火） 

5日（火） 

5日（火） 

7日（木） 

7日（木） 

7日（木） 

12日（火）  

H22年6月生 

H21年12月～1月生 

H22年6月生 

H21年3月～4月生 

H19年10月～11月生 

H22年12月～H23年1月予定 

  

生後5ヶ月以上～7歳半未満 

生後5ヶ月以上～7歳半未満 

H21年9月生 

H17年2月～3月生 

13:00～13:05 

13:00～13:10 

13:50～14:00 

13:00～13:20 
 

13:00～13:05 

 

13:15～13:30 

13:30～13:45 

13:45～14:15 

13：45～14：15

乳幼児相談 

マタニティスクール2 

母子手帳交付 

☆がん検診、眼底・眼圧･心電図検診、特定健診　　土曜日・日曜日　実施!! 
　10月30日(土）・31日(日)にがん検診、眼底・眼圧･心電図検診、特定健診を実施します。  

　　お仕事等で平日受診できない方はこの機会に受診してください。　※混雑が予想されます。予めご了承ください。 

☆歯周疾患検診　実施について 
　日時：10月31日（日）　午前8時～11時　（※予約制    保健センターまでご連絡ください）  

          場所：保健センター  

　             ※対象者には個別通知をしています。ご確認ください。  

　　　　　　　対象者でまだ受診していない方は、この機会にぜひ受診してください。 

健康相談 

アルコールセミナー 

 
結核検診 

肺がん検診 

胃がん検診 

 

大腸がん検診 

前立腺がん検診 

眼底・眼圧・心電図検診 

8:00～11:00 

8:00～11:00

19日（火） 

20日（水） 

毎週水曜日 

※19日（火）までに電話予約してください。 

各務原病院の天野宏一先生と上手なお酒
との付き合い方を学びます。 
 
平成22年4月1日現在満64歳で肺がん検診、
7月の結核健診を受診していない方 

夢広場ゆうゆう 

保健センター 

保健センター 

保健センター 

保健センター 

 

 

※検査前日夜8時以降は飲食しないでください。 
　当日の朝も飲食や喫煙をしないでください。 

40歳以上の方 

50歳以上の方 

40歳以上の方 

和知出張所 

13日（水） 

15日（金） 

8:00～11:00 

8:00～11:00 

8:00～11:00

10:00～11:00 

19:30～21:00

9:30～11:30

19:00～19:10

9:00～9:30

毎週水曜日 

1日（金） 

 
22日（金）  

 

〜
  

保健センター 

18日（月） 

20日（水）  

 

〜
  

〜
  

25日（月） 

31日（日） 

町民の方  

40歳以上の方 

40歳以上の方 

※結核や肺・呼吸器の 
病気で治療中の方は 
ご遠慮ください 

詳細は7月に発送 
した個別通知をご 
確認ください 
 
 
 

対象者の方には10月初旬
に受診票を発送します。 
ご確認ください。 
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平成平成2222年度ごみ収集日一覧について年度ごみ収集日一覧について 平成22年度ごみ収集日一覧について 

八
百
津
町
ご
み
処
理
容
器
 

等
　
購
入
補
助
金
 

交
付
申
請
委
任
状
 

八
百
津
町
長
　
様
 

私
は
、
裏
面
の
者
を
代
理
人
と
定
め
、
見
出
し
の
補
助
金
の
 

交
付
申
請
、
請
求
及
び
受
領
に
関
す
る
一
切
の
権
限
を
委
任
し
ま
す
。
 

※
は
購
入（

委
任
）者

が
記
入
押
印
し
町
内
登
録
販
売
店
へ
提
出
下
さ
い
。 

※
購
入（

委
任
）年

月
日
 

※
住
所（

自
治
会
） 

※
購
入（

委
任
）者

名
と
印
 

印
 

収集時間を 
　守ろう！ 

12 1
2
3
4
567

8
9
10
11

※蛍光管・体温計（水銀式）は、役場本庁・役場各出
　張所の回収ボックスへ出してください。 

可燃ごみ 全地区（午前８時までに集積所へ出してください) 

10月・11月のごみ収集日 
問い合わせ　水道環境課（内線2126） 

毎週　火曜日・金曜日 

不燃ガラス類 
資源ビン類 
可燃粗大ごみ 

A地区 

B地区 

11月1日（月) 

11月2日(火)

がれき類 

久田見 毎月の第1・第2日曜日 
午後0：30～午後4：00

錦　織 毎月の第3・第4日曜日 
午前9：00～午後4：00

※乾電池は、役場本庁・役場各出張所の回収ボック
　スへ出してください。  
※テレビ・冷蔵庫（冷凍庫）・洗濯機・エアコンは収
　集しません。　(株)橋本、又は購入した店に引き
　取りを依頼するか、指定引き取り場所へ直接搬
　入してください。 

不燃金物類 
資源カン類 
不燃粗大ごみ 

A地区 

B地区 

10月7日(木) 

10月8日(金)

※ペットボトルは洗浄して、フタを取って出して
　ください。 （フタは可燃ごみ又はそのたプラです。）
 ※発泡スチロール製の箱は、宛名ラベルなどを剥
　がしてください。  
※古着類は、濡れたもの、油などが付着して汚れた
　もの、布団、電気毛布、じゅうたん、履き物、ぬい
　ぐるみなど衣類以外のものは収集しません。 

ペットボトル 
食品トレイ 
発泡スチロール 

B＆G 
体育館北側 
各出張所 

10月3日(日)

古着回収 

B＆G 
体育館北側 
各出張所 

10月3日(日)

Ａ地区＝八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志 
Ｂ地区＝杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南 

※瓦・タイル・陶器類・コンクリート・ブロック・壁
　土以外は処分できません。 
※業者に請け負わせた工事で発生したがれき類は
　処分できません。 
※300kg以上のがれき類を処分しようとするとき
　は事前に申請してください。（有料） 

その他 
プ　ラ 

各自治会の不燃ごみ 
集積所 

10月10日(日) 

10月24日(日) 

11月14日(日) 

11月28日(日)

プラマークと呼ばれるリサイクルマーク
が表示されたプラスチック製の容器及び
包装が収集の対象です。ただし、ペットボ

トル、発泡スチロール及び発泡スチロール製の食
品トレイは、別に分別収集を行っていますから対
象外です。 

　ごみ収集日の一覧は、今年度も 平成22年度 八
百津町健康・生活カレンダーの中に掲載させてい
ただきましたが、別でごみ収集日の一覧表が必要
な方は、役場水道環境課及び各出張所に用意しま
したのでご活用ください。 
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「こんにちは」「こんにちは」赤ちゃん 「こんにちは」「こんにちは」赤ちゃん 「こんにちは」赤ちゃん 

身体障がい者相談員について 

ひとのうごき　平成22年9月1日現在 
人　口 

男 

女 

氏名 

立川　修司 

佐藤かつえ 

有馬　徹二 

永田　義人 

中嶋　恵子 

後藤　康夫 

大脇真砂子 

伊藤　忠良 

自治会 

須賀 

菅原 

大宮 

石畑 

石畑 

中山 

洞 

第六 

電話番号 

43-0715 

43-1599 

43-2389 

43-1919 

43-2782 

43-3423 

43-3484 

43-1901

12,539人 

6,100人 

6,439人 

-17人 

-7人 

-10人 

世帯数 

増　加 

減　少 

4,335戸 

転入16人 

転出20人 

出生  6人 

死亡19人 

その他0人 

その他0人 

－6戸 

シルバーバンク 

件　　数 

就労人員 

就労時間 

受託金額 

89件 

1,065人 

5,643時間 

5,449,346円 

「
こ
の
面
は
販
売
店
が
記
入
し
て
く
だ
さ
い
」 

住
所
　
八
百
津
町
 

店
名
 代
表
者
名
 

下
記
の
方
へ
販
売
し
補
助
金
交
付
の
委
任
を
受
け
ま
し
た
。 

販
売（

委
任
）年

月
日
　
　
　
　
　
購
入
者
　
　
　
　
　
　
品
名
 

数
　
　
購
入
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
 

☆お問い合わせ、お申し込みは社会福祉協議会内シルバーバンクまで 
　143-4462

（7月分実績） 

可児　明穂 平成22年　7月5日　午前8時3分生まれ  保護者　靖明(上牧野) 
｢明るく健やかな女の子に育ってください｣（パパ・ママより） 

古田　梓真 平成22年　7月5日　午前10時10分生まれ  保護者　大介(下石原) 
｢大きくなったら、一緒に野球をしてあそぼうね。｣（お兄ちゃんより） 

林　　圭佑 平成22年　7月9日　午後7時31分生まれ  保護者　幹男(薄野) 
｢兄弟仲良く　元気に遊んでね。｣（父・母より） 
 

加藤　颯人 平成22年　7月15日　午前1時41分生まれ  保護者　邦彦(大宮) 
｢元気にすくすくと大きくなってね。｣（父より） 

金井　沙奈 平成22年　8月12日　午前2時9分生まれ  保護者　良成(野黒) 
｢生まれてきてくれてありがとう。お兄ちゃんたちと仲良くしてね｣（父・母より） 

あき　ほ  

あ ず 　 ま  

け い  す け  

は や 　 と  

さ 　  な  

　身体障がい者相談員の任期満了にともない、新しく2名の方と再任で6名の方に委嘱しま
した。任期は平成24年6月30日までです。 
　身体の障がいについて何か相談があれば相談員にご連絡ください。 

■身体障害者相談員 
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国勢調査を開始しました 国勢調査を開始しました 国勢調査を開始しました 

秋の交通安全運動 秋の交通安全運動 

●国勢調査は、平成22年10月1日現在、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。平 
　成22年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢調査で、日
　本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調
　査です。調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備
　など、私たちの暮らしのために役立てられます。 
●調査票には、あなたの世帯の世帯員を漏れなく記入してください。 
●記入していただいた調査票は、封筒に入れて封入した上で調査員に渡してください。後日、調
　査員が回収に参ります（郵送提出を希望される方は、調査員が配布する「郵送提出用封筒」に
　調査票を封入の上、10月7日（木）までに投函ください）。 

調査員が世帯を訪問して調査票を配布しています 

9月21日～30日 
運動の基本　高齢者の交通事故防止 

 

地域ぐるみで守ろう お年寄りと子ども 

1.全国重点 
(1)夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通 
　 事故防止 
(2)全ての座席のシートベルトとチャイルドシート 
　 の正しい着用の徹底 
(3)飲酒運転の根絶 
 

 9月30日は「交通事故死ゼロを目
指す日」です。交通ルール・交通マ
ナーをしっかり守り、みなさんで交
通事故死ゼロを目指しましょう！ 

みなさまのご協力、 
よろしくお願いいたします！ 
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「ちゃっとメール」の登録はこちらへ 

下記メールアドレスにメールを送信してください。 

�����������	�
���
詳しくは、総務課　情報政策係　までお問い合わせください。 

平成22年9月20日発行 八百津町役場：　505-0392　岐阜県加茂郡八百津町八百津3903-2

（QRコードも使用することができます。） 

docomo au・SoftBank

0574-43-2111　　　0574-43-0969　ホームページ　http：//www.town.yaotsu.lg.jp　メール yaotsu＠town.yaotsu.lg.jp

「
白
崖
山
南
陽
寺 

聖
観
音
菩
薩
様
」 

佐
藤
　
昭（
宮
嶋
） 

「和知保育園屋上より最後のフライト」 

写真協力　社会教育視聴覚協議会 

　7月31日八百津町八百津の人道の丘公園野外ステ

ージで、平和を願う「杉原ウィーク2010　星空コ

ンサート」が開かれ、八百津東部中学校3年生と八

百津町出身のミュージシャン 佐藤嘉風（よしのり）

さん、サーカスの叶正子さん、庄野真代さんが、

夜風が気持ちの良い芝生の会場で歌声を響かせ、

訪れた町民ら約2000人を魅了しました。 

　はじめに東部中が合唱を行い、修学旅行で東京

お台場公園でも合唱した「地球の詩」をはじめ4曲

を歌いました。 

　次にオープニングアクトとして、八百津町出身

の佐藤嘉風さんが、夏の夜空に染み入る透明な歌

声で、八百津の実家から見える風景を曲にした「無

花果の頃」などを歌いました。 

佐藤さんの次には、叶正子さんと庄野真代さんが

登場。「ミスターサマータイム」や「飛んでイス

タンブール」など懐かしのヒットナンバーや、カ

バー曲のデュエットなどを熱唱し、観客は曲を口

ずさむなどして、きれいなハーモニーに聴き入っ

ていました。 

　最後には東部中の生徒と出演者3人によるジョイ

ントを行い「世界に一つだけの花」を合唱。会場

は大いに盛り上がりました。 

佐藤 和人(須賀)

丘にのぼれば平和が見える　杉原ウィーク2010星空コンサート 

東部中と出演者のジョイント 

オープニングアクトをつとめた 
佐藤嘉風さん   

地域安全指導員のみなさんによる会場警備地域安全指導員のみなさんによる会場警備 地域安全指導員のみなさんによる会場警備 


